
 

 

 

 

 

平成２８年 ５月１０日 

四 国 電 力 株 式 会 社 

 

 

伊方発電所における通報連絡事象（平成２８年４月分）および 

通報連絡事象に係る報告書の提出について 

 
 

○ 平成２８年４月に、当社から愛媛県ほか関係自治体に通報連絡した事象は以下の２件

です。これらの事象は、法律に基づく報告事象に該当するものではなく、また、環境へ

の放射能の影響もありませんでした。 

 

事   象 発生月日 発表月日 県の公表区分

１．伊方発電所における地震感知について 4月16日 4月16日 Ａ 

２．伊方発電所における緊急時対策支援システ

ムの伝送停止 
4月28日 － Ｃ 

       

 

 

○ 過去に発生した以下の通報連絡事象について、その後の調査結果を踏まえた原因と対

策をとりまとめ、愛媛県ほか関係自治体に報告書を提出いたしました。 

 

事   象 発生月日 発表月日 県の公表区分

１．伊方発電所３号機 放水ピット残留塩素濃

度の一時的な上昇について 
1月8日 1月8日 Ａ 

                        県の公表区分 Ａ：即公表 

Ｂ：48 時間以内に公表 

Ｃ：翌月 10 日に公表 

 

（別紙１）伊方発電所における通報連絡事象の概要（平成２８年４月分） 

（別紙２）伊方発電所における通報連絡事象の報告書概要 
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１．伊方発電所における地震感知について 

 

４月１６日１時２５分頃、熊本県熊本地方を震源とする地震が発生し、伊方発電所に

おいて最大１０ガルを観測しましたが、伊方発電所の設備に異常はありませんでした。 

 

  （参考）伊方発電所の観測ガル数 

      １号機：１０ガル（定期検査中） 

      ２号機：１０ガル（定期検査中） 

      ３号機：１０ガル（定期検査中） 

  

別紙１ 

伊方発電所における通報連絡事象の概要（平成２８年４月分） 



 

 

 

 

 

２．伊方発電所における緊急時対策支援システムの伝送停止について 

 

４月２８日１４時１９分頃、緊急時対策所にある通信連絡設備の無停電電源装置の機能確認

を行っていたところ、総合事務所に「システム重故障」の信号が発信し、原子力規制庁にプラ

ントパラメータを伝送する緊急時対策支援システムの伝送が停止しました。 

なお、同日１４時２１分頃、本設電源に切り戻し、データ伝送は復旧しました。 

また、その他の通信連絡設備の機能確認は同日１８時４６分に終了しました。 

原因は、無停電電源装置の不調と考えられますが今後、詳細調査を実施いたします。 

 

※緊急時対策支援システム 

原子力規制庁にて、発電所が正常に稼動しているかどうかを常時確認するため、発電所の

各種データを伝送し、事故が起こった場合は、事故状態の確認・判断、今後の事故進展を解

析・予測するシステム 

 

緊急時対策所通信連絡設備 電源系統概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 
 
 
 
１．伊方発電所３号機 放水ピット残留塩素濃度の一時的な上昇について 
 
 
○事 象  
１月８日１０時１０分、定期検査中の伊方発電所３号機の中央制御室において、放水
ピット※ 内の残留塩素濃度の上昇を示す信号が発信しました。 
調査の結果、２次系設備の健全性確認の作業後に、２次系海水配管内の海水を排水し
ていたところ、放水ピットにおける残留塩素濃度が基準値の０．０２ｐｐｍを約２０分
間にわたり超過したことを確認しました。（最大値 ０．０２９ｐｐｍ） 
その後、海水の排水作業を停止したところ、残留塩素濃度は低下し、１０時３０分頃
以降、０．０２ｐｐｍ未満となりました。 
また、発電所前面海域（８箇所）において海水をサンプリングして測定した結果、残
留塩素は検出されませんでした。 
なお、本事象によるプラントへの影響および周辺環境への放射能の影響はありません
でした。                 
   

※放水ピット：発電所で使用した海水を海に放出する際に使用するピット 
   
○原 因 
調査の結果、海水電解装置で生成した次亜塩素酸ソーダを各機器に通水する海水に注
入する配管にある手動弁Ａ、逆止弁Ａ，Ｃがシートリーク※ していたことから、２次系
海水配管内の海水排水により、次亜塩素酸ソーダ注入配管内に滞留していた次亜塩素酸
ソーダが、軸受冷却水用海水管を経由して、放水ピットへ流入し、放水ピット内の残留
塩素濃度が上昇したと推定した。 
 

※シートリーク：弁のシート部より流体が漏れること 
 
○対 策 
・シートリークした手動弁Ａの取替えおよび逆止弁Ａ，Ｃの点検（内部清掃）を実施し
た。また、類似弁の取替えおよび点検（内部清掃）を実施した。 
・次亜塩素酸ソーダを注入する配管の手動弁がシートリークした場合でも軸受冷却水用
海水管内に次亜塩素酸ソーダが流入しないよう、今回のように２次系海水の水抜きを
実施する場合には、事前に次亜塩素酸ソーダ注入配管内を純水または海水に置換する
運用とする。 

 

伊方発電所３号機 放水ピットへの残留塩素流入経路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  別紙２
   伊方発電所における通報連絡事象の報告書概要 


